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では，はっき りしたカラーの形態はみられず，殊に婦人服は衿もとが大き し くられたものが























































































































































同時代，婦人服はロマンチッ ク・スタイルのあと，クリノリ ン （腰枠） ・スタイルがモード
をリードしていたが，1870年代をすぎる頃から，スカー トの後方が徐々に長くなり， 後』要から
裾にかけてふくらみをもった，パッスル ・スタイルに移行しで行った。
写真13は， フラ ック着用の紳士と，ポロネ－x風 （ひき裾オーパースカー 卜） のパ yスル ・
スタイルの婦人である。 婦人 ドレスの材質はサテンで，衿から中央にかけで別布のビロードが
つけられているが，カラーはテーラード・ カラーの変形である。






















































































写真19サイ クリング服（1895年） 写真20 合理服（1896年）
写真21は，1900年代のアフタヌー ン・コー トドレスで，身丈いっぱいの長さの，エレガントな
コー トである。 折り返った大きなカラーと見返しは，サテンの別布がつけられ，豪華な絹地で
作られでいる。同じテーラー ド・カラーでも， スーツやスポーツ着にみられた，かっち りとし
た構成とは異つで，やわらかな雰囲気のコ トーである。
写真22は，1906年のスーツで，現代でもみられる様な，テーラー ド・ジャケットと，ロング・












































































































































特に終戦直後 （1945年） は，肩にパットが入つで，男子背広服に近いスタイルで， その後時
代背影や，フア yションの影響で，さまざまに変遷しながらも現代に至るまで，常に着用され，
正統的な服装として，婦人服の中に定着してきている。
1967年， ミニ ・ドレスの共に， パンタロン・スーツが出現し， この男女共通のスタイルは，
当所，、パリ・モードの中で驚異であったが女子の社会的進出に伴い， 現代では働く女性には欠






は，自分に適した， 自分の望む服を着る自主性が養われニュー ・ト ラディ ション（tradition),
新しい伝統といわれる，正統な服を着用しよう とする気風が出はじめている。
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